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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在およt用究の背景
文法指導をどのように行っていくべきか，それ
は日本に限らず世界中で長い間議論がなされ，
様々な指導理念・指導方法が提案されてきた。か
つては伝統的教授法が広く取り入れられ，文法定
着のためにドリル練習やパタン・プラクティスに
多くの時聞が割かれた。 1980年代になると，文法
ではなく意味内容そ輔自に注目した言語指導が試
みられた。そして近年では，文法指導とコミュエ
ケーション指導のバランスが取れた新たな教育方
法を探ろうとする動きが盛んになってきている。
では， 日本の英語教育の現状はどうだろうか。
従来の訳読や暗記中心の授業では， r使える英語」
が身につかないという批判を受け，よりコミュニ
ケーションを意識した授業へと変わりつつある。
しかし，その実情は，文法説明とドりノレ練習の後
に，申し訳程度に発話活動を行うような，伝統的
教授法の域を超えていなし、授業が少なくない。こ
のような授業では，やはり「使える英語」は身に
つかない。そのことをうかがえるのが，平成 20
年1月の中央教育審議会答申のなかで，課題のー
っとして， r中学校・高等学校を通じて，コミュニ
ケーションの中で基本的な語葉や文構造を活用す
る力が十分身に付いていなし、」ことが挙げられた
ことである。この答申を受けて，平成 20年に改
訂された学習指導要領には， rw聞くこと~， w書く
こと~，白骨すこと』及び問むこと』の 4技能の
総合的な指導を通して，これらの4技能を総合的
に活用できるコミュニケーション能力を育成する
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とともに，その基礎となる文法をコミュニケーシ
ヨンを支えるものとしてとらえ，文法指導を言語
活動と一体的に効尉句に行うよう改善を図る」と
明記された。この方針は，近年注目されているコ
ミュニケーション活動と文法学習を統合した，新
しい英語教育の在り方であるフォーカス・オン・
フォームの考え方と合致しているo よって，フォ
ーカス・オン・フォームを授業に取り入れること
は，これからの英語教育の課題を解決する有効な
方策となると考えられる。
(2)研究の目的
本研究の目的は，中学校英語科において，文法
の定着率が高まり，カ当つコミュニケーション能力
の育成につながるような効果的な文法指導を行う
ために，フォーカス・オン・フォームを授業に取
り入れ，その効果を明らかにすることである。
(3)研究の方法
以下のような手順で，研究及び実践を行った。
①先行研究の調査から，ここ数年の英語教育の流
れを整理し，従来の指導法との違いを比較して
フォーカス・オン・フォームの理論を理解する。
②先行研究から，フォーカス・オン・フォームを
取り入れた授業に有効な指導技術を検討する。
③フォーカス・オン・フォームに基づく授業実践
例を調査し，授業づくりの参考とする。
④樹龍専門実習皿において，従来型の授業とフォ
ーカス・オン・フォームを取り入れた授業の両
方を実践し，生徒たちの様子やワークシートの
言U、状況・自由記述欄から，成果と課題を明ら
かにする。
2 先行研究の検討
(1)フォーカス・オン・フォームズ
日本の英語教育では，未だに伝統的教授法と呼
ばれる教え方が隆盛を誇っている。伝統的教授法
では，文法規則や語葉などの言語形式が最重罰見
される。そのため，第二言語習得研究では，この
教授法をF∞USon Forms (J彰式重視の指導)と
呼んでいる。
伝統的教授法の具体的な教え方としては，文法
訳読法とオーディオリンガル・メソッド(オーラ
ル・アプローチ)の二つが挙げられる。
①文法訳読法
文法訳読法は，文法と訳読に重きを置いた指導法
であり，丁寧な文法説明と，教科書の訳読を中心
に授業が展開される。多くの教室現場では，これ
に文法の練習問題などが織り交ぜられて授業が展
関される。
②オーディオリンガル・メソッド
(オーラル・アプローチ)
この教授法は， r聞くとと」と「話すこと」が最
も基本となる技能であるとし，言語には独自のノレ
ールがあり，そのルールは反復練習することを通
じて学習されるという考えにもとづいている。日
本では，パタン・プラクティスによるドリルや教
科書の音読を行う指導のあり方が，この教授法に
もとづいている。例えば，何度も同じ表現を復唱
したり，肯定文を否定文に書き換えるというよう
な文法パタ}ンに沿って文をっくり変えたりとい
った訓練が行われる。
実際の英語授業の中では，これら2つの指導法
を組み合わせて使う場合が多い。しかし，第二言
語習得研究では， ドリル練習には限界があるとさ
れている。限界とは， ドリル練習ヰ練習問題で得
た学習効果が，自由なコミュニケーションの場で
現れることは少ないということを意味する。この
ような限界の理由を，和泉(2009)は， ドリノ.1.1東習
は「形式と形式のつながり」を強調しており， r形
式と意味のつながり」を輯見しているからである
と述べている。実際のコミュニケーションでは，
発話の際には「意味から形式へ」と結びつけてい
くのが自然な順序であるが，伝統的教授法では「形
式から形式へ」といった単なる記号究阻か，特定
の文法を使って文を作りなさいといった「形式か
ら意味へ」と，通常の言語姐謹と出量の順序の言
語把握が課される。
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ではなぜ，このような指導法が根強く残ってい
るのか。松村(2009)は，その理由として以下の5
つを挙げている。
①教師の英語運用能力にかかわらず可能，かっ一
定の手順に沿って進めることができるため，授
業準備の負担が少ない。
②大人数のクラスにおいて，コミュニケーション
活動主体の授業では，生徒への個別対応が難し
し、。
③教科書が文法シラパスとなっており，文法訳読
スタイルの指導で最も使いやすい。
④努力して英語の文法，構文，本文の訳を覚えれ
ば，テストで高得点を取ることができる。
⑤教師自身が，これまでの学習方法の効果を体験
してきたこと。
最近の学校現場では，文法偏重の授業は「使え
る英語」が身につかないという批判から，授業の
最後に，その日の目標文法を使ったコミュニケー
ション活動を行うことが盛んになってきている。
(2)フォーカス・オン・ミーニング
伝統的教授法に対する掛?削から，注目を集めた
考え方が，ナチュラル・アプローチである。母語
習得の過程と同様に，意味を理解する経験を豊富
に積みさえすすu'i，文法の学習をせずとも，第二
言語を習得することができるというのが，ナチュ
ラル・アプローチの恵念であった。この思念のも
とでは，耕市の役割は，生徒が背景知識や推測に
よって理解可能なインプットを多く与えることで
あり，学習者がまだ話そうとしないうちに表出を
強要してはいけないとされた。とのような，意味
理解を重視し，文法指導を排除した指導をF∞田
onMe出血g(意味重視の指導)と呼ぶ当時ナチ
ュラノレ・アプローチは，文法の指導に力を入れて
も必ずしもコミュニケーションができるようにな
らないことなど，耕市の経蜘句な直観に訴える魅
力があり，世界中で注目され，受け入れられた。
しかし，第二言語習得研究が進むにつれ，表出の
重要性や文法に注意を向けることの必要性が議論
されるようになり，その結果，このアプローチは
厳しい批判にさらされるようになった。
(3)フォーカス・オン・フォーム
現荘， 日本の教育現場では，先にあげた教授法
の折衷的な授業が行われていることが多い。しか
し，その実態は， ドリノ晴義習とパタン・プラクテ
イスの後に，コミュニケーション活動を取ってつ
けただけの，伝統的教授法が色濃く残った授業で、
ある。そこで，近年，文法とコミュニケーション
のバランスのとれた英語教育の方法として注目を
浴びているのが， Focus on Form (言語形式の焦
点、化)という考え方である。
任瀬念
意味に焦点を当てた授業の中で，生徒たちの注
意を言語形式に向けさせる試みのことをフォーカ
ス・オン・フォームと呼ぶ。文法事項とコミュニ
ケーションを切り離して指導するのではなく，自
然な言語使用の中で，言語形式に意識を向けさせ
るところがフォーカス・オン・フォームの鞘鼓で
ある。研究者や教師によって様々な解釈があるが，
重要な点は，学習者が言語習得の三要素である言
語形式 (How)，意味内容(What)，言語機能
(When)の結びつきに自ら気づくことであると，
和泉 (2009)は述べている。
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図l 言語習得の三要素
②授業手順
従来型の教授法と，田中 (2010)が提案するフ
ォーカス・オン・フォームの考え方を取り入れた
授業の流れを比較すると，以下のようになる。
これまで@・え方 フォー カス・オン・フォー ム
図2 授業手順の比較
従来型の授業の流れでは，コミュニケーション
活動は「習った表現を使ってみる」という経験に
しかならないという指摘がある。一方，フォーカ
ス・オン・フォーム型の授業では，最初にコミュ
ニケーション活動を行い，その後に目標となる文
法項目を取り上げて指導する，事後型の文法指導
が行われる。この流れならば，生徒たちはいきな
り自分に関係のない内容の例文によって，特に自
分がいま必要としているわけでもない文法を説明
されるのではなく，自らコミュニケーションの中
で経験した「こういう状況でどう言えばいいのか」
という疑問に対して，その答を与えられる形で文
法に出会うことになる(村松， 2009)。
なお，フォーカス・オン・フォームは，言語指
導の原理・原則を示した「アプローチJであり，
具体的な指導手順を示す「メソッド」とは異なる
(和泉， 2009)。よって，図2で示した指導手順
は，あくまでフォーカス・オン・フォームを取り
入れた授業手順の一例に過ぎない。
③気づき
最近の第二言語習得研究では， ["気づき」が注目
されている。ここでいう「気づき」とは，意味あ
る言語使用の中で，学習者が特定の言語項目の形
式的鞘款と，それが表す意味キ機能との結びつき
に気づくことである。つまり「こういう時には，
こんな言い方をするのか」という心的変化を指し
ている。言語習得においてはこの「気づき」が重
要であるとされており，不可欠な認知プロセスで
あると考えられている。よって，授業づくりの際
には，生徒たちが気づくことを意図した活動を仕
組む必要がある。
(4)授業づくりに有効な指導技術
①インタラクション(インターアクション)
インタラクションとは，言語を通してメッセー
ジや情報を伝え合う双方向のやり取りを意味する。
インタラクションの中で生じる「意味のやり取引
を行うことによって，理解可能なインプットやア
ウトプットが得られるため，第二言語習得を促進
する役割を果たすと考えられる。
②訂正的フィードパック
やり取りの中で文法へ注意を向けさせる手段と
して，訂正的フィードパックがある。訂正的フィ
ードパックとは，誤りを含んだ学習者の発話に対
してフィードパックを与え，正しい形式への気づ
きを高める手法である。訂正的フィードパックに
は様々な種類があるが，その中から， ["リキャスト」
と「誘出」を取り上げる。
「リキャスト」は，学習者が特定の文法項目に
ついて文法的誤りを犯したときに，教師などが，
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学習者の発話をなるべくそのまま生かしながらも，
誤ったところを修正した発話をフィードパックと
して学習者に返すものである。意味の確認のよう
な雰囲気マ学習者にリキャストを与えると，それ
ほどコミュニケーションの新設Lが滞ることがない
ので，フォーカス・オン・フォームの有効な手段
のひとつである〈村野井"2∞6)。
『誘出jは，学習者の発話の誤りの部分を，上
げ調子で繰り返すことで，学習者自身に言回させ
る方法である。正しい言い方を示さずに，学習者
から引き出すという点でリキャストとは異なる。
訂正的フィードパックは，フォーカス・オン・
フョfー ムの原則に沿った方法論として注目されて
いるが，特に fリキャスト」と f誘出jはその有
効性の研究が精力的に行われている(松村，京籾)。
実践においては，これら二種類のフィードパック
を，組み合わせて活用するべきである。
(5)フォーカス・オン・フォームを取り入れた授
業実践例
①川崎市立中学校教育研究会の実践
川崎市では，中学校英語科教師を対象に益礎・
基本の定者に関するアンケートを実施したところ，
文法事項をどのように言語活動と関連付けて定着
させ，言葉として身につけさせるのかということ
に，多くの英語科教師カ灘しさを感じていること
が明らかになった。そこで，どんなときに使う文
法なのかを明確にした場面設定を行い f教えてか
ら使わせる指導jから f使いながら学ばせる指導j
へと方針程遠換を図った。
対 象:B中学校2年生
言語材料:依頼の表現“Will~u --γ 
(1)インタラクション『おねだりするには…j
携帯電話がほしいとき，自分だったらどうする
か考える。
(幻言語活離にDf先生にお願いしたいことj
先生たちの得意なものを考えながら，“will拘U
...1"を使ってお齢、する。
(3)文法事項の確認
“will you .， ?"について簡潔に説明。
(4)言語活戴@f東京遠足新聞を完成させようj
一人ずつ交代で他のグループ《行って，新聞づ
くりに必要なものを手に入れる。
(助活動の振り返り
今日学習した表現が，どのような場面で使う表
現だったのかを振り返る.
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このような手順の検証授業を，授業改善を行い
ながら計3圏実施した。その後，授業の書き起こ
しぺ振り返りシートの集計，事前・事後アンケ}
トの比較から，検誼授業の結果を，以下のように
まとめている。
・導入のインタラクションにおける生徒の応諸国
教が，約二倍に増加している〈表。。
・与えられた場面の中で生徒独自の内容について
発話する機会を与えることは，生徒のアウトプ
ットへの意欲を高めるとともに，記憶にも残り
やTくなる。
・場面設定があり，豊かな内容の話題を扱うこと
で，他の生徒のアウトプットに意識を向けるよ
うになり，自身の誤りに気づき修正することへ
つながる。
表1 インタラクションの変イ包
検旺綬業
B中学校(対象 :2年生)
第1固 第3回 第6回
教師による湾入(I) 13，0 22.8 14.5 
田町1 生徒の応答 (R) 30， 0 27.0 55.4 
教師の応答 (F) 32. 1 35.4 73.9 
教師による評価 (E) 8.9 6. 0 8.6 
導入時10分間当たりの出現回数{単位:回)
この研究では，導入から練習，言語活動まで，
自然な場面設定と内容豊かな話題を扱うことが，
生徒の気づきを促すだけでなく，生徒の英語に対
する意欲を高めることが明らかにされている。ま
た場面を設定する際には.r知りたいJr伝えた
いJという興味や関心を引き出すことが重要であ
り，目標となる文法が使用されることが自然であ
ることだけでは，生徒の意欲を高めるには不十分
である可能性を示唆している。
②佐賀県大浦中学校の実践
大浦中学校では，学習状況調査の結果から， r書
くことjの指導を見直す必要があるととらえ，英
語で書く力と書こうとする意欲を高める指導方法
の研究カ匂子われた。授業の構想は，導入に言語活
動を設定し，既習事項では言いたいことが表現で
きないということ(つまずき〉に気づかせる。そ
のつまずきを問題として解決させるために，生徒
が考えて指導すべき文法事項に迫るような生徒主
体の文法指導を行う。
対 象:大捕中学校2年生
言語材料:1出泊k他atJ-. 
(1)言語括輩。 f告自の方法をアドバイスしようJ
既習事項で告白の方法についてベアで意見皮換
をする。
ω日本語との比較『私は~と思う。J
(3)静香活用
「思うJを和英辞書で引く。その後3英和辞書
で白血k， hopeの使い方と意味の違いを確認す
る。
(4)文法説明
教師の文法説明を聞く。
(5)言語活顕治
''What's出em銅山戸>rtant出血g伽 you?"
のタイトノレで刻忙文を書いて発表する。
上記のような手順の検証授業弘授業改善念行
いながら計2回実施し丸その後，検証授業の結
果を，事前・事後調査億識調査と謀題英作文)
の比較から以下のようにまとめている。
・意味のやり取りのある言語活動の中で，生徒が
揚面と文法事項の結び付きに気づくことは，英
語を書くカ及E鰭こうとする意欲に効果がある。
・生徒が考えて問題解決することが，思考力宅捜
現力の高まりを促し，指導すべき文法事項の定
着につながる。
表2 意蟻調査(書くこと)
手緩や日記.eメールなどを芙窓で書くことに興味
がありますか・ 単位入
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この研究では.， ) 1崎市の実践が「話すことjへ
の意欲の向上につながることを示したのに対して，
フォーカス・オン・フォームを取り入れることが
「書くことjの意欲向上に効果があることが明ら
かとなった。田中は今後の課題として，従来の指
導法よりも文法指導に時間がかかることから，考
える時間冬括動の時間を+分にとった指導計画を
いかに立てていくかということを挙げている。
3 実践と結果
(1)教職専門実習Eにおける実践
本実践は，教職専門実習Eとして，山形市内A
中学校第二学年を対象に実施された。従来タイプ
の授業では.New Horizon English Series 2の
Uni出(0同ons)を題材とした。言語材料は接続
詞で，パタン・プラクティスを中心とした指導に
よって，文法の定着を目指した。一方フォーカス・
オン・フオ}ム設業で扱う題材はUni憾低組必ng).
言語材料は動名詞である。導んのインタラクショ
ンにおいて，生徒たちに文法と意味のつながりに
気がつくように意図した指導を行う。以下にそ
れぞれの授業の手順と詳細について述べる。
。}各授業の詳細
q溌来タイプの授業構想
対 象:A中学校2年生
題材:U凶筒(0両側s)
言語材料:接続詞官舵糾鰐"
(1)例文の提示
大型テレピ画面に例文を映す。
位〉文法事項の確認
接続調、脱ause"の意味と使い方を説明する。
接続詞の後ろには主語・動詞と続くことを強調
する。
(3)練習
好きな教科や唾節，蝦勅とその理由を表わす突
文で，繰り返し口頭練習を行う絡調や形容詞
の部分を変えてパタン・プラクティスをする〉。
ω英文を書く
"Dowen偶daぬn神onef'というテ}マにつ
いて意見を述べる英文を，ワーク、ンートに書く。
導入では，テレピ画面に写真と例文を映しなが
ら，教師の好きな教科や食べ物とその理由を，
becauseを用いた英文で紹介した。文法を説明す
る際には，既習事項である接続詞whenやif間様，
文頭に来る場合もあれば，文の後半に使われる場
合もあることを説明する。接続聞が文頭にある場
合には，コンマを忘れないようにすることや，接
続詞の後ろは主骨骨動詞と続くことなど，文の構
造を重点的に説明した。また，それぞれの場合で
の意味の取り方も間違いが予想される点なので，
九念に雑誌をした。その後の擁習では初めに画
面に1like 00 1M糊U踊べという形の英文を数種
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類提示し，騨市の後に続けて全体で口頭練習を行
った。練習が停滞しないように，途中，教師は理
由の部分を日本語で言い，生徒に英語で言い直さ
せたり，逆に教師が英語で言い，生徒に意味を答
えさせたりと，練習のパターンを変えながら取り
組ませた。全体で十分に練習を繰り返した後，ワ
}クシートのモデノレ文を見ながら，ベアで自分の
好きな教科ヰ唾櫛，動物や食べ物とその理由を英
語で伝え合う練習の時間を設けた。最後に， r携帯
電話は必要州というテーマに対し，賛成・反対
とその理由を英文でワークシ}トに書くように指
示した。ワークシートにはモデル文として 1am 
伽出is叩也ionb回au館--.I rm not fur也is
opinion b国組問.......という形を示しているので，
生徒にとっては賛成あるいは反対の理由を考える
活動となる。また，ワークシートには生徒たちの
補助となる語句をまとめたW町dBo:玄も記載した。
②フォーカス・オン・フォームの授業構想
対 象 :A中学校2年生
題材:U凶t6侃eading)
言語材料:動名詞(目的語)一「好きなスポーツは…j教師とのやり取りを通して，叫間yは後ろに動
名調(吋ng)岩瀬くことに気づかせる。
。)文法事項の確認
動名詞を目的語として用いる表現について簡潔
に説明。
ω練習
f""することが好きJr "'"することを楽しむ」と
いう英文を，ベアで意見蕊換をする。
(4)言語活覇。「あなたの趣味は…」
次々にベアを変えながら，お互いの趣味につい
て質問しあう。
(5)英文を書く
練習包児島で用いた英文をワークシ}トに書く。
(6)荷動の振り返り(自己開町
この授業では，言語活動①・②に多く時間をか
けられるよう授業を進めた。まず， 言語活離fiで
は，動名調を用いて，なるべくたくさんの生徒と
意味のあるやり取りができるように心掛けた。ま
た，生徒たちが言語本林}の形式と意味の結びつき
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に気づくように，訂E的フィードパックを与えな
がらインタラクションを行った。生徒が動名調の
意味に気づいてきたところで，文法の説明に移っ
たが，あまり時聞をかけずに，簡潔な説明を心掛
けた。その後，言語活動@に入る前に，全体とベ
アで口頭練習を行った。言語活輩記号では，教室を
歩き回ってベアを見つけ，お互いの趣味(好きな
こと)について尋ね合い，その後ベアを変えてま
た尋ね合うという活動に取り組ませた。次に，こ
の活動中に用いた，動名調を含む英文をワークシ
}トに書くよう指示した。また，ワ}クシ}トに
は感想を書くスペースを用意しておき，時間のあ
る場合には自由に感想を書くように指示した。
4 実践の考察
①従来タイプの授業の考察
パタン・プラクティスとドリlJ.1練習が中心とな
るため，授業の構想段階から授業の停滞が予想さ
れた。そのため，大型テレピ画面にスライドを映
したり(図3)，練習パターンを変えたり，テンポ
やリズムを意識しながら口頭練習を行ったが，生
徒たちの意欲は目に見えて下がっていき，教室の
雰囲気も重苦しいものとなっていった。教師の指
導技術にもよるが，パタン・プラクティス中心の
授業では生徒の意欲を引き出すことは難しいこと
を実感した。
Ilike白副主hbecause it is ( interesting ).
math -だから 主動 easy 
J apanese exciting 
図3 口頭練習に用いたスライド
最後のワ}クシ}トを書く段階に入ると，集中
力が途切れてしまい，下を向いたまま手の動きが
止まっている生徒の姿が垣間見られた。
生徒たちのワークシートの記入状況を見てみ
ると，全く書くことができていない，またはIam
(not)伽也isopinion b目別鴎まで劃ハて手が止
まっている生徒が半数以上という結果だった。ま
た，書いている生徒のま述を見ると，文法説明で
強調したはずのところを間違えてしまっている生
徒が多く見られた。以下は，その一例である。
.lam島r仕由opinionb配au艶並盟鐙ful.
→…抗isuseful.
.1 a皿 f町也isopinionb配ause_副長wl出世iends.
→…we伺且回lk…
このような状況に陥ってしまった原因は何だ
ったのか。器械的な練習を中心に指導をすると，
生徒たちはその英語を学ぶ必要性を感じられず，
その結果学習への意欲の低下を招いてしまったの
ではないだろうか。この授業からは，文法指導に
重点を置いたからと言って必ずしも文法事項の定
着に有効とは言えず，書くことへの意欲の低下へ
とつながる危険性のあることを実感した。
②フォーカス・オン・フォームの授業の考察
言語活動①(インタラクション)が始まった直
後は，それまでの私の授業との違いから，生徒た
ちは少し戸惑っているようであった。そのため，
最初のほうに質問をされた生徒たちは，焦りから
周りを見回して友達に助けを求めるような姿も見
て取れた。しかし，インタラクションが進むにつ
れて，やり取りの内容や動名調の形式にだんだん
と気が付き始め，自信をもって答えるようになっ
ていっt~o
表3 インタラクションの様子
T:Whatspぽtdo you like? 
81: 1 like volleyball. 
T: so you enjoy playing volleyball? 
81:Yes. 
T:Rep岨t.1 enjoy playing volleyball. 
81: 1e司oypla:乱.←誤りを含む発話
T: pla:がng(明示的訂正)
81: 1e司oyplaying voll句ball.
T:G∞d. How about you? 
82: 1 like baseball. 
T: so you enjoy.… 
82:1e吋oyplay baseball.←誤りを含む発話
T: play? (誘出)
82: pla:討ngb錨 eball.
T: 1 see. You enjoy playing baseball.(!)キャスト
H例 '1about you， 83? 
83:1e吋oynm国ng.
T:OK Veryg∞d. 
表3からも分かるように，インタラクションの
後半には，誤りを含んだ発話が減ってきたために，
こちらからも訂正的フィードパックを与える機会
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も少なくなっていった。英語の苦手な生徒たちも，
不安そうにではあるが，自力で，時には友達に助
けられながら一生懸命答えようとしていた。生徒
の様子を観察していて印象的だったことが二つあ
る。一つ目は，自分以外の発話にも注意を向けて
いる姿である。普段は授業中に下を向いてしまっ
ている生徒も少なくないクラスであったが，イン
タラクション中は，やり取りをしている生徒にク
ラス全体の注目が集まっていた。これは，インタ
ラクションが，意味を持たない器械的なやり取り
そ害賠市の一方的な発話とは異なり，発話者の「伝
えたい」ことがやり取りされているため，周りの
生徒の「知りたい」という気持ちを高めたのだと
考えられる。その結果，やり取りを行っていない
周りの生徒たちにも文法と意味への気づきが促さ
れたのである。
次にワークシートの記入総兄を検討する。ワー
クシートには，英文を書くスペースは8つ用意し
であったが，およそ六割の生徒が8文全て記入し
ていた。また，全ての生徒が4文以上記入してい
ることが分かった。このことから，この授業が生
徒の書くことへの意欲を高めたと考えられる。し
かし，英文の中には間違いを含んだ記述も多くみ
られた。下記のものが，その一例である。
.llik間s1eeping.→ ...like… 
• 1 like watching lnQ'臨.→…movies.
• Yumilikes節回皿ing.→ …s叩mm血.g
これらは生徒たちに共通して多く見られた誤
りの例である。間違いを見てみると，それぞれ動
詞の形，名調の形，動名調の綴りに関する誤りで，
本時の言語材料である rtike+動名詞Jという文
法は使用することができていたと判断できる。記
述の中に動名詞が出現していない，抜け落ちてい
るという間違いをした生徒は，全体の1割に満た
ないという結果だった。
生徒たちの感想からも，フォーカス・オン・フ
ォームの効果が読み取れる。授業中には「時聞が
あれば」という指示の出し方をしたが，ほとんど
の生徒が感想を記入していた。自由言el闘聞には「い
ろいろな人と会話ができて楽しかった。J，r英語で
しっかりと会話することができた。JJ r自分から話
しかけることができた。」といった記述が見られた。
これらの感想からは，生徒たちの話すことへの意
欲の高まりがうかがえる。中には写真1のような
感想も見られた。
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『離焔聞がよく分カ益ったら，とれ」からはいろんな文治叫骨もそう.J
写真1 生徒の書いた感想
動名詞という文法を学んだことによって，自身
の表現できる幅の広がりを感じ，これからの学習
に期待を抱いている姿が読み取れる。また，この
生徒は文法を「テストで点数を取るために暗記す
るもの」ではなく「コミュエケ}ションのための
ツールJとして認識していることが分かる。自然
な言語の使用場面を設定した授業を継続して行え
ば，このような生徒が増えていくのではないだろ
うか白
5 霊峰闘と課題
(1)到達点
-教師が一対句に英語を話すよりも，生徒とのや
りとりを増やすことで，周囲の生徒たちの関心
の高まりが観察された。
・ブオ}カス・オン・フォームに基づき，新出文
法への「気づき」につながる活動を取り入れた
授業では，文法の定着に一定の効果が認められ
ることが分かった。
・コミュニケーション活動を設定し，英語を実際
に「使うこと」に重点を置くことは，新出文法
を用いて書くこと，話すことへの意欲の高まり
につながることが判明した。
ω課題
q湖果の測り方
・本研究で比較した授業で扱ったそれぞれの文法
項目立，それ自体の難しさに差があるため， 一
概にフォーカス・オン・フォームの授業に大き
な効果があったとは言えな"¥
・本研究では，授業の開始時期や，実習の日程・
日数の関係で，授業中のワークシートの書き込
みから文法指導の効果を判断した。しかし，先
行研究のように，文法の定着度を測る際には，
授業からある程度の間隔を空ける，他の文法を
習った後に調査をするなどして，長期的な定着
率を調べる必要がある固
②控業において留意すべきこと
・フォーカス・オン・フォームに基づいた授業と
しては，まだまだ改善点が多U九今回はインタ
ラクションを通して生徒の気づきを意図したが，
その際，明確な場面を設定したり，興味をひく
内容を話題にしたりすることで，さらに言語形
式と意味機能への気づきが促進されるのでは
ない泊、フォーカス・オン・フォームでは「意
味あるコンテクスト」が重視されるが，それが
いかに魅力的で生徒の意欲を掻き立てる素材と
なるかは，普段接している郡市の腕にかかって
いる。市販の活動集などで聞に合わせてばかり
では，生徒の意欲i訴闘守できない。
・高島包011)も指摘しているが，全ての授業でフ
ォーカス・オン・フォームによるアプローチが
適切であるわけではない。文法項目によって，
日本人学習者が感じる困難さに差があり，時聞
がかかるものに闘して，このアプローチで指導
することが効率的である。朝市は文法項目に応
じて，指導方法を使い分ける必要がある。
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